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今号の”Executive Comments”には慶応大学の青木先生より、世界の宇宙開発・利用

主要国の、国際レベルでの戦略的な宇宙政策の展開状況と、このような状況下で我

が国の目指すべき方向について、実に貴重なコメントを頂くことができた。新聞等で、

日本の世界経済の中での地盤沈下と国の無策がかまびすしく嘆かれている中で、宇

宙の現状についても危機感を覚えさせられるが、まさに「正念場」として今後の方向を

切り開いて行くべく、本誌もささやかながらお役に立てればと念じている。（T.U.） 

 


